
(別紙様式)

令和２年度 学 校 評 価 シ ー ト 学校名：和歌山県立海南高等学校美里分校 学校長名： 笹井 晋吾 印

めざす学校像 ・ 生徒一人ひとりの可能性を最大限に伸ばすための確かな教育実践を推し進めるとと ・ 生徒の学習の到達状況を見極め、個々の生徒に応じた目標を設定すると 十分に達成した。
育てたい生徒像 もに、大自然のもと、学校・地域・家庭が連携し、豊かな心を育む学校を目指す。 ともに、主体的・対話的な学習活動により幅広い学力を習得させる。 Ａ （８０％以上）

・ わかる喜びを感じ、意欲的に学習に取り組む姿勢を身につけるとともに、社会生活 中期的な ・ 地域の人材、自然資源を生かした特色ある授業、特別活動を展開し、地 達
に必要な自主自立の精神を養い、人との関わりを大切にする生徒を育てる。 域や社会に貢献できる人材を育てる。

目標 ・ 入学後早期から卒業後の進路実現を目指し、系統だったキャリア教育に
取り組み、人間力を身につけた人材を育成する。 Ｂ 概ね達成した。

本年度の重点目標 １ 基本的生活習慣を身につけるとともに、授業をきちんと受けることで学習内容の 成 （６０％以上）
理解を深め、基礎学力の充実とさらなる学習意欲の向上をはかる。

(学校の課題に即 Ｃ あまり十分でな
し、精選した上 ２ 教員全員態勢で生徒の指導経過や特性に関する情報を共有し、ひとり一人に応じ 学校評価の 学校評価アンケートや外部評価の結果を、保護者や学校運営協議会に公 度 い。（４０％以上）
で、具体的かつ たきめ細やかな指導を推進することで、生徒の資質・能力を伸ばす。 結果と改善 表するとともに、集計結果をもとにした考察の内容を知らせる。
明確に記入する） 方策の公表 Ｄ 不十分である。

３ 体験活動を充実させるとともに、地域の方々と積極的な交流を図り、社会参加に の方法 （４０％未満）
必要な生きる力の育成をはかる。

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （令和 ３年 ３月 日 現在 ） 令和 ３年 ２月１５日 実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

不登校の経験がある生 生徒が意欲的に 習熟度別学習、グループ学 成績不振者が減少してい 授業内の学び直しや個別対応 授業への満足度は高い（ア ○生徒、保護者・外部アンケートでは多く
徒や特別な支援を要する 授業に向かうこと 習、ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ、個別指導、 る。 等の指導により、成績不振者 ンケートより）が、生徒の学 の項目で「そう思う」「ややそう思う」
生徒、能力はあっても学 を意識し、効果的 夏期補習等の実施 は減少している。 習能力の差は大きく、まだま の肯定的な回答が多く、高い評価を得て
習習慣が身についていな で具体的な実践を 英単語・漢字テストやスモ だ授業研究の必要がある。 いる。 以下抜粋
い生徒が大半を占めてお 行っている。 英単語テストや漢字テスト 生徒がそれぞれの取組に ールステップの課題学習の取 生徒の実態把握やつけたい

１ り、学習能力の差が顕著 など全校一斉テストの実施 前向きに臨んでいる。 組みに対し、生徒は意欲的に B 力を明確に持った授業ができ 「地域との交流、学校行事等の体験活動
である。基礎学力の定着 取り組んでいる。 るよう特別支援の観点からの が充実しており、他の学校にはない特色が
をはかるためには、個々 公開授業および研究協議等 目標設定や指導内容等に 臨時休校に対応できるよう 研修、現職教育が必要である。 ある。」
の生徒の特性に応じたき を通し、「つけたい力」を意 ついて、常に改善を図って ICT を活用した授業研究に取 新年度は一人一台 PC が配 ・保護者･外部アンケート
め細やかな教科指導が求 識した精度の高い授業づくり いる。 り組んだ。課題はあるが、引 置されるので、ICT を活用し 「そう思う」92％、
められる。 をめざす。 き続き ICT活用を進めたい。 た授業改善に取り組みたい。 「ややそう思う」8％ 合計 100％

全校生徒１８名の小規 様々な授業や行 地域の人的資源を有効に活 各取組の充実を図り、地 新型コロナウイルス感染拡 ほとんど地域外出身の生徒 「一人一人を大切にし、心の通ったきめ
模校だが、不登校傾向の 事を通して、自己 用し、授業や特別活動を充実 域の方々と交流する機会を 大により、地域と連携した取 であるが、地域との交流に重 細やかな教育ができている。」
生徒や対人関係に問題を 肯定感を育み、他 させる。 創出している。 組の多くが中止となった。 点を置いて、様々な経験を通 ・保護者･外部アンケート
抱える生徒が大半を占め、 者と自然な関わり 生徒の日々の変化について、 して生徒が成長していく取組 「そう思う」58％
中には特別な支援を必要 が持てるような、 指導方法の共通理解を図る 目標設定や指導内容・方 職員が共通認識を持つため情 を推進していきたい。 「ややそう思う」38％ 合計 96％
とするケースもある。Ｈ 社会性を育成する ため、関係分掌を中心に検討 法等を検証するための検討 報交換を多く行い、個々の生 課題を抱えた生徒が多く、

２ Ｒ運営や集団活動に支障 実践をしている。 会を開催する。 会を開催している。 徒に対応した。 B ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等外部のスタッフ 「わかりやすい充実した授業をしている
をきたさないようにする 保護者や関係機 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰとの協力、外部 や、関係機関との連携が不可 かどうか」
ため、教職員が緊密な情 関等との信頼関係 関係機関等との連携を進化 特別支援教育校内委員会 機関との綿密な連携などで、 欠である。今後も職員間の情 ・生徒アンケート
報交換・共通理解のもと、 を築き、連携して させながら、特別支援教育校 を中心に、中学校や関係機 課題のある生徒にきめ細やか 報共有を密にするとともに、 「そう思う」69％
全員態勢で生徒指導に当 生徒指導に当たっ 内委員会を中心を中心とした 関等と緊密に連携を図りな な指導を行い、人間関係トラ 児童相談所や医療機関等との 「ややそう思う」31％ 合計 100％
たる必要がある。 ている。 支援・指導体制を確立する。 がら、生徒指導に生かして ブルや進路指導に活かした。 連携を前提にした支援・指導 ・保護者･外部アンケート

いる。 体制の確立に努めたい。 「そう思う」58％
「ややそう思う」42％ 合計 100％

職業意識や進路意識が １年次から３年 進路説明会や進路ＬＨＲの 進路意識を向上させるた 新型コロナの影響により、 生徒の進路意識の向上のた
希薄で進路決定の時期が 次まで、学年に応 充実 めの系統的な取組を実施し インターンシップは中止とな め、企業訪問等の体験的な学 「進路に関する情報提供に努めていると
遅くなる傾向にある。 じた進路学習を積 ている。 ったが、感染対策を施しなが 習やインターンシップなど、 思いますか。」
１学年から系統的なキ み重ねている。 進路講演会や外部講師によ ら企業・学校訪問や進路ガイ 学校外における取組を継続し ・保護者･外部アンケート

ャリア教育を重ね、具体 様々な取組を通 る特別授業の実施 ダンスなどの企画を実施し、 て行う必要がある。 「そう思う」58％
的な将来像や将来への展 して人との関わり 生徒の進路意識の向上に努め 大学入試制度の変更につい 「ややそう思う」42％ 合計 100％

３ 望を見いだせるようにす 方や、自己の適性 地域交流行事やボランティ 生徒が様々な活動に主体 た。 A て生徒に的確な情報提供、生
る必要がある。 を理解することが ア活動、インターンシップ等 的に取り組んでいる。 個々の生徒の適性や生徒・ 徒個々の適性・希望の把握を ○学校設備、施設については、「限られた
発達障害等の課題を抱 できている。 に参加することにより、社会 保護者の希望を丁寧に聞き取 を行い適切な進路指導を行う 施設で有り、老朽化も進んでいるため、十

える生徒の進路について 性を育成する。 り、一人ひとりに応じた進路 必要がある。 分ではない。」との意見が多い。
は、保護者や関係機関と 実現を目指した。進学・就職 将来の社会（Society5.0）
緊密に連携しながら指導 生徒の進路に応じた教員全 面接指導等、個々の生徒 希望者それぞれに個別指導を について意識を高め、必要な ○通学費用（ＰＴＡ契約バス）については、
する必要がある。 員態勢での指導 の状況に応じた指導ができ 行い、進路を確定することが 能力を育成する取組を検討す 高額で家計に負担が大きい。費用の削減や

ている。 できた。 ることも必要である。 公的な補助ができないものかという意見・要
望がある。


